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【令和7年3月定例会】

釘
尾
勢
津
子

宮
崎　
幸
宏

笠
継　
健
吾

中
村
日
出
代

池
田　
葊
志

杉
原　
元
博

樋
口　
作
二

中
村　
一
尭

松
田　
義
太

勝
屋　
弘
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⻆
田　
一
美

伊
東　
　
茂

福
井　
　
正

松
尾　
征
子

中
村　
和
典

徳
村　
博
紀

採　決　結　果

議案第1号 専決処分事項の承認について（令和６年度鹿島市一般会計補正予算（第６号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第2号 令和７年度鹿島市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決
議案第3号 令和７年度鹿島市国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決
議案第4号 令和７年度鹿島市後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決
議案第5号 令和７年度鹿島市給与管理特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決
議案第6号 令和７年度鹿島市水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決
議案第7号 令和７年度鹿島市下水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 議長 賛成多数 可決
議案第8号 鹿島市手話言語の理解及び普及促進に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第9号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につい　て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第10号 鹿島市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例及び鹿島市税条例の一部を改正する条例　 の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第11号 市長及び副市長の諸給与条例の一部を改正する条例の制定について ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 退 ○ 議長 賛成多数 可決
議案第12号 教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 退 ○ 議長 賛成多数 可決
議案第13号 鹿島市議会議員の議員報酬並びに費用弁償等支給条例の一部を改正する条例の制定に　ついて ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 退 ○ 議長 賛成多数 可決
議案第14号 鹿島市職員給与条例等の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第15号 一般職の職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第16号 鹿島市税条例及び鹿島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例　の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第17号 鹿島市愛野青少年スポーツ振興基金条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第18号 鹿島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例　の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第19号 鹿島市水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一部を改正する条例　の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第20号 鹿島市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第21号 鹿島市非常勤消防団員に係わる退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例の　制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第22号 令和６年度鹿島市一般会計補正予算（第７号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第23号 令和６年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第24号 令和６年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第25号 令和６年度鹿島市給与管理特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第26号 令和６年度鹿島市水道事業会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第27号 令和６年度鹿島市下水道事業会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第28号 佐賀県市町総合事務組合規約の変更に係る協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第29号 鹿島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び鹿島市特定教育・保育　施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
議案第30号 鹿島市教育委員会教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 同意
議案第31～42号 鹿島市農業委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 同意
諮問第1～2号 人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 適任
議員提案第1号 鹿島市議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成全員 可決
請願第1号 鹿島市民交流プラザ浴室利用日曜日営業の再開に関する請願書の取り下げについて ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 賛成多数 承認

鹿
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１
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期

自
　
令
和
7
年
2
月
20
日

至
　
令
和
7
年
3
月
25
日

２
、日
程

【
2
月
】

20
日
・
開
会

	

・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

	

・
会
期
の
決
定

	

・
議
案
の一括
上
程

	

　
（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）ほ
か

21
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

	

・
発
言
内
容
通
告
締
切（
正
午
）

22
日
・
休
会

23
日
・
休
会

24
日
・
休
会

25
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

26
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

27
日
・
議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

28
日
・
休
会（
議
案
研
究
）

【
3
月
】

1
日
・
休
会

2
日
・
休
会

3
日
・
議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

4
日
・
常
任
委
員
会（
議
案
審
査
）

5
日
・
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

	

　
（
開
会
、教
育
委
員
会
）

6
日
・
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

	

　
（
市
民
部
）

7
日
・
休
会（
議
案
研
究
）	

　

8
日
・
休
会

9
日
・
休
会

10
日
・
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会	

	

　
（
政
策
総
務
部
）

11
日
・
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

	

　
（
建
設
環
境
部
）

12
日
・
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

	

　
（
産
業
部
、審
査
、討
論
、採
決
）

13
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

14
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

15
日
・
休
会

16
日
・
休
会

17
日
・一般
質
問（
3
名
）

18
日
・一般
質
問（
3
名
）

19
日
・一般
質
問（
3
名
）

20
日
・
休
会

21
日
・一般
質
問（
２
名
）

22
日
・
休
会

23
日
・
休
会

24
日
・
休
会（
議
案
整
理
）

25
日
・
委
員
会
審
査
報
告

	

・
議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

	

・
閉
会

次のことを審議し決定しました
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議
案
審
議

議
案
審
議

［令和7年3月議会号］ ［令和7年3月議会号］

令
和
7
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

市
内
で
の
道
路
陥
没
事
故
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

議
案
第
26
号

令
和
7
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

令
和
7
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
2
号

特
別
職
の
給
与
及
び
報
酬
額
の
改
定
に
つ
い
て

議
案
第
11
～
13
号

伊
東　
茂 

議
員

質
問　
一
般
会
計
予
算
額
は

前
年
度
比
11
・
7
％
増
の

１
６
５
億
７
５
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
予
算
額
が
増

え
た
一
番
の
要
因
は
「
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
額
」
が
令
和

５
年
度
10
億
円
を
突
破
し
た

こ
と
で
あ
る
。
令
和
５
年
度

が
10
億
円
、
令
和
６
年
度
が

15
億
円
と
増
加
し
、
担
当
課

業
務
を
評
価
し
た
い
と
思
う
。

今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
と

考
え
れ
ば
寄
附
金
の
使
い
道

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
市
長
の
考
え
は
。

答
弁　
今
迄
、
ふ
る
さ
と
納

税
寄
附
金
は
市
民
生
活
に
直

結
し
た
消
費
喚
起
策
「
助
か

っ
券
」
な
ど
に
使
用
し
て
き

た
。
市
長
お
任
せ
コ
ー
ス
を

含
め
見
直
し
、
積
立
や
有
効

的
な
使
用
基
準
を
協
議
し
た

い
と
考
え
る
。

中
村　
一
尭 

議
員

質
問　
今
年
1
月
に
埼
玉
県

八
潮
市
で
は
道
路
陥
没
事
故

が
発
生
し
た
。
近
年
で
は
、

全
国
で
水
道
管
や
下
水
道
管

の
老
朽
化
に
よ
る
事
故
が
多

数
発
生
し
て
い
る
。
鹿
島
市

で
は
こ
の
よ
う
な
老
朽
管
の

破
損
に
よ
る
道
路
陥
没
事
故

は
発
生
し
て
い
な
い
の
か
、

ま
た
そ
の
対
策
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

答
弁　
管
の
漏
水
に
よ
っ
て

発
生
す
る
大
き
な
事
故
は
鹿

島
市
で
は
発
生
し
て
い
な
い
。

令
和
６
年
度
か
ら
重
点
的
に

老
朽
管
を
毎
年
約
3
km
更
新

す
る
予
定
。
ま
た
能
登
半
島

の
大
規
模
地
震
に
よ
る
国
の

補
正
予
算
が
出
て
き
て
、
鹿

島
市
が
該
当
し
た
の
で
有
利

な
補
助
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
水

道
管
を
更
新
す
る
。

松
田　
義
太 

議
員

質
問　
令
和
7
年
度
予
算
に

お
い
て
、
市
債
（
借
入
金
）

約
1
3
3
億
円
、
財
政
調
整

基
金
約
7
億
4
千
万
、
そ
の

他
基
金
の
状
況
含
め
、
厳
し

い
財
政
状
況
で
あ
る
。
今
年

度
は
D
X
推
進
や
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
主
要
事
業
と
し

て
取
り
組
む
事
に
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
改
築
、
庁
舎
の
耐
震
化
、

市
内
公
共
施
設
の
維
持
管
理

と
多
額
の
予
算
規
模
の
事
業

が
控
え
て
い
る
。
中
長
期
的

な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ほ

し
い
。

答
弁　
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
、
選
択
と
集
中
な
ど
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、

市
債
の
発
行
の
適
正
管
理
な

ど
計
画
的
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
く
。

笠
継　
健
吾 

議
員

質
問　
鹿
島
市
の
活
性
化
に

つ
い
て
の
予
算
の
計
上
は
あ

る
か
。
鹿
島
市
は
県
内
最
高

峰
の
経
ヶ
岳
、
県
営
ダ
ム
最

大
の
一
望
で
き
る
中
木
庭
ダ

ム
を
有
し
、
そ
の
周
辺
は
雄

大
で
、
上
流
は
浅
瀬
か
ら
渓

谷
へ
と
繋
が
る
大
自
然
で
あ

る
。
長
崎
県
と
の
県
境
で
も

あ
り
国
道
４
４
４
号
線
の
車

両
の
往
来
も
活
発
化
し
て
き

て
い
る
。
こ
の
佐
賀
県
一
の

自
然
を
活
か
し
た
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

答
弁　
中
木
庭
ダ
ム
周
辺
は
、

自
然
を
活
か
し
た
観
光
地
の

一
つ
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
べ
き
所
と
思
っ
て

い
る
。
何
か
仕
掛
け
作
り
を

考
え
な
が
ら
地
域
と
と
も
に

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

宮
崎　
幸
宏 

議
員

質
問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
日

本
の
経
済
が
疲
弊
し
た
と
こ

ろ
に
、
電
気
・
ガ
ス
、
ガ
ソ

リ
ン
、
食
料
品
等
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
物
価
が
高
騰
し
て
い

る
中
、
鹿
島
市
事
業
に
お
い

て
は
、
水
道
、
下
水
道
、
給

食
費
が
値
上
が
り
と
な
り
、

市
民
は
生
活
す
る
の
に
窮
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
加
え

て
、
鹿
島
市
の
民
間
企
業
に

お
い
て
は
、
一
部
の
主
要
企

業
の
賃
金
U
P
は
あ
れ
ど
も
、

ほ
と
ん
ど
の
会
社
で
は
賃
上

げ
に
至
っ
て
い
な
い
と
思
わ

れ
、
多
く
の
市
民
に
と
っ
て

は
、
所
得
増
の
実
感
は
な
く
、

こ
の
物
価
高
騰
は
か
な
り
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
鹿
島
市
民
が
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る

時
期
に
、
な
ぜ
市
長
、
副
市

長
及
び
教
育
長
の
給
与
並
び

に
市
議
会
議
員
の
報
酬
額
の

増
額
改
定
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
理
由
を
伺
う
。

答
弁　
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
総
合

的
に
判
断
し
た
。

議
案
審
議

鹿島市制施行70周年記念事業
「議場開放コンサート」

　2月20日（木）9時25分～9時45分、3月定例市議会の開会に先立ち、多くの皆様が市
議会へ気軽にお越し頂くきっかけとなるよう、議場開放コンサートを開催しました。
　出演者は、日本ハーモニカ芸術協会公認指導員　師範の山口秀子氏（※複音ハーモ
ニカコンクール ソロ部門ミドルの部全国優勝等の実績あり）で、「夕やけの道」、
「花は咲く」等4曲が披露され議場にハーモニカの音色が響き渡りました。
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［令和7年3月議会号］ ［令和7年3月議会号］

一般質問に11人が
登壇しました

一般質問のYouTube動画配信！
3月17日、18日、19日、21日に行われた一般質問の

YouTube動画を観ることができます。

【3月17日】 【3月18日】 【3月19日】 【3月21日】

釘尾 勢津子
松尾 　征子
福井 　　正

議員
議員
議員

杉原 　元博
中村 日出代
笠継 　健吾

議員
議員
議員

樋口 　作二
宮崎 　幸宏
⻆田 　一美

議員
議員
議員

勝屋 　弘貞
池田 　葊志

議員
議員

「
小
さ
な
政
府
・
安
い

税
金
」を
目
指
し
た
事

務
事
業
評
価
につい
て

質
問
一　
目
的
に
つ
い
て
。

答
弁　
事
業
の
実
績
を
振
り

返
り
、
費
用
対
効
果
や
手
法

な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
で
、

次
年
度
以
降
の
見
直
し
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で

あ
り
、
実
施
計
画
を
策
定
す

る
う
え
で
必
要
な
手
法
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
行
財

政
改
革
プ
ラ
ン
に
も
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営
と

安
定
的
か
つ
健
全
な
財
政
運

営
を
図
る
と
位
置
づ
け
て
い

る
。

質
問
二　
現
状
に
つ
い
て
。

答
弁　
前
年
度
の
実
績
に
基

づ
き
、
担
当
課
が
事
業
ご
と

に
「
事
業
の
実
績
」
、
「
事

業
の
効
果
」
、
「
課
題
」
、

「
今
後
の
事
業
展
開
」
、

「
総
合
計
画
に
お
け
る
目
標

の
進
捗
率
」
な
ど
の
項
目
を

検
証
し
、
事
務
事
業
評
価
表

を
作
成
し
て
い
る
。

質
問
三　
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
。

答
弁　
成
果
と
し
て
担
当
課

が
事
業
の
実
績
を
検
証
・
分

析
す
る
こ
と
で
、
次
年
度
以

降
の
実
施
計
画
策
定
に
つ
な

げ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
、

当
初
予
算
を
見
据
え
て
、
限

ら
れ
た
人
員
と
財
源
等
を
気

に
し
、
斬
新
な
施
策
の
ア
イ

デ
ア
が
出
に
く
い
現
状
が
あ

る
。
今
年
度
よ
り
実
施
計
画

策
定
前
に
「
財
源
等
に
縛
ら

れ
ず
、
自
由
な
発
想
」
で
策

定
を
お
願
い
し
、
徐
々
に
成

果
が
み
ら
れ
て
い
る
。

地
域
交
通
につい
て

質
問　
地
域
公
共
交
通
「
市

内
循
環
バ
ス
」
の
利
用
・
エ

リ
ア
拡
大
に
つ
い
て
。

答
弁　
エ
リ
ア
拡
大
だ
け
で

な
く
、
交
通
空
白
地
対
策
、

運
転
手
不
足
な
ど
課
題
は
た

く
さ
ん
あ
り
、
ど
う
す
れ
ば

負
担
を
抑
え
な
が
ら
、
利
用

者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
し

て
い
く
か
、
A
I
活
用
や
民

間
事
業
者
と
の
連
携
、
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
な
ど
他
の
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
こ
の
地

域
に
あ
っ
た
公
共
交
通
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

市
道
の
整
備
につい
て

質
問　
市
道
28
号
・
29
号
の

整
備
に
つ
い
て
。

答
弁　
市
道
28
号
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
早
急
に
L

８
０
０
ⅿ
区
画
線
の
整
備
を

実
施
し
ま
す
。

　

市
道
29
号
に
つ
い
て
は
、

側
溝
整
備
完
了
後
舗
装
補
修

工
事
を
予
定
し
、
令
和
７
年

度
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い

ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

釘
尾　
勢
津
子 
議
員

反
対
討
論松

尾　
征
子 

議
員

　

鹿
島
駅
周
辺
整
備
事
業

に
令
和
7
～
11
年
ま
で
に

8
億
2
千
万
円
今
年
度
駅
周

辺
整
備
事
業
4
6
5
9
万
円
。

関
連
事
業
に
1
7
7
6
万
円
。

町
の
賑
わ
い
を
広
げ
る
と
い

う
こ
と
。
そ
の
保
証
は
な
い
。

同
和
事
業
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
と
全
く
変
わ
ら
ず
、
団

体
丸
抱
え
の
補
助
金
で
公
平

公
正
な
問
題
に
つ
い
て
は
何

も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
学
校

給
食
費
小
学
6
年
生
・
中
学

3
年
生
は
無
料
化
を
取
り
組

み
、
他
の
児
童
生
徒
に
つ
い

て
は
値
上
げ
を
す
る
と
い
う

こ
と
。
ど
の
子
も
同
じ
に
扱

わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
無

駄
な
大
型
事
業
。
行
財
政
運

営
の
不
公
正
許
せ
な
い
。

賛
成
討
論中

村　
一
尭 

議
員

　

一
般
会
計
予
算
は
総
額

1
6
5
億
7
5
0
0
万
円
で

編
成
さ
れ
て
お
り
、
前
年
比

17
億
3
5
0
0
万
円
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
で
は
個
人
市
民
税
等

の
増
加
に
よ
り
前
年
よ
り

2
億
5
9
6
万
円
の
増
、
地

方
交
付
税
も
全
体
枠
で
1
・

6
％
増
額
、
ふ
る
さ
と
納
税

は
過
去
最
高
の
15
億
円
で
安

定
し
た
歳
入
を
確
保
し
て
い

る
。
歳
出
で
は
D
X
推
進　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
は
じ

め
と
し
た
重
点
施
策
を
中
心

に
鹿
島
市
の
長
年
の
課
題
で

あ
っ
た
給
食
費
の
一
部
無
料

化
や
婚
活
支
援
事
業
を
新
年

度
に
計
上
し
、
進
化
す
る
鹿

島
の
創
造
」
、
「
連
携
に
よ

る
地
域
の
輪
の
広
が
り
」
を

実
現
す
る
よ
う
な
歳
出
予
算

と
な
っ
て
い
る
。

　
新
年
度
か
ら
は
肥
前
鹿
島

駅
周
辺
整
備
事
業
も
動
き
出

し
、
鹿
島
市
の
新
た
な
ス
タ

ー
ト
と
も
言
え
る
新
年
度
予

算
に
つ
い
て
賛
成
す
る
。

宮
崎　
幸
宏 

議
員

　

本
件
一
般
会
計
予
算
に

は
、
令
和
7
年
度
よ
り
開
始

さ
れ
る
肥
前
鹿
島
駅
周
辺
整

備
事
業
費
の
一
部
で
あ
る
約

4
7
0
0
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　
鹿
島
市
が
佐
賀
県
と
の
共

同
で
行
う
総
額
53
億
円
の
大

型
公
共
施
設
（
ハ
ー
ド
）
事

業
の
う
ち
、
鹿
島
市
の
負
担

額
10
億
円
に
は
、
市
民
の
税

金
（
一
般
財
源
）
と
次
の
世

代
が
負
担
す
る
借
金
（
市

債
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
鹿
島
市
に
お
い

て
、
肥
前
鹿
島
駅
周
辺
整
備

以
外
に
、
し
尿
処
理
セ
ン
タ

ー
の
大
規
模
改
修
に
約
34
億

円
の
う
ち
鹿
島
市
の
応
分
負

担
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
更
新

に
約
20
億
円
が
予
定
さ
れ
、

さ
ら
に
間
も
な
く
耐
用
年
数

を
迎
え
る
市
本
庁
舎
や
小
中

学
校
等
の
公
共
施
設
及
び
道

路
等
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維

持
管
理
や
更
新
に
多
額
の
財

源
が
必
要
と
な
り
、
加
え
て

少
子
高
齢
化
に
伴
い
税
収
は

減
少
し
、
社
会
保
障
経
費
等

が
増
大
す
る
中
、
本
事
業
に

対
す
る
高
額
な
投
資
に
懸
念

が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
肥

前
鹿
島
駅
周
辺
整
備
の
事
業

費
や
事
業
効
果
に
関
し
て
慎

重
な
協
議
を
必
要
と
す
る
が
、

他
の
一
般
会
計
予
算
と
の
兼

ね
合
い
が
あ
る
た
め
、
肥
前

鹿
島
駅
周
辺
整
備
事
業
費
の

一
部
を
含
め
た
令
和
7
年
度

予
算
に
は
賛
成
す
る
が
、
決

し
て
肥
前
鹿
島
駅
周
辺
整
備

事
業
全
体
を
認
め
る
こ
と
で

は
な
い
。

鹿
島
市
手
話
言
語
の
理
解
及

び
普
及
促
進
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

賛
成
討
論杉

原　
元
博 

議
員

　
議
案
第
８
号
『
鹿
島
市
手

話
言
語
の
理
解
及
び
普
及
促

進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
』
賛
成
の
立
場
で
討

論
す
る
。
手
話
言
語
条
例
と

は
、
手
話
は
言
語
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
下
に
、
手
話
へ

の
理
解
促
進
や
普
及
啓
発
、

手
話
を
使
用
し
易
い
環
境
整

備
な
ど
の
施
策
を
推
進
す
る

事
を
目
的
と
し
た
条
例
。
手

話
を
使
う
人
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
み
、
社
会
参
加

を
し
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
事

が
出
来
る
地
域
社
会
の
実
現

に
寄
与
す
る
事
を
目
指
し
て

い
る
。

　
昨
年
２
月
頃
よ
り
行
わ
れ

た
鹿
島
手
話
サ
ー
ク
ル
主
催

の
「
手
話
言
語
条
例
制
定
に

向
け
て
の
学
習
会
」
に
毎
回

参
加
し
、
聴
覚
に
障
が
い
が

有
ら
れ
る
方
々
の
切
実
な
体

験
を
手
話
を
交
え
語
ら
れ
て

い
た
事
を
忘
れ
る
事
が
出
来

な
い
。

　
誰
も
取
り
残
さ
な
い
社
会

の
構
築
の
為
、
聴
覚
に
障
が

い
が
有
ら
れ
る
方
が
意
思
疎

通
し
や
す
い
環
境
の
整
備
、

市
民
へ
の
理
解
と
普
及
の
為

に
も
条
例
の
制
定
が
重
要
。

鹿
島
市
と
と
も
に
私
自
身
も

聴
覚
障
が
い
者
を
は
じ
め
市

民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
後
押

し
を
し
て
い
く
事
を
お
誓
い

申
し
上
げ
賛
成
討
論
と
す
る
。

市
長
及
び
副
市
長
の
諸
給
与

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

鹿
島
市
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
並
び
に
費
用
弁
償
等
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
討
論宮

崎　
幸
宏 

議
員

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
済
が

疲
弊
し
た
と
こ
ろ
に
、
電

気
・
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
食

料
品
等
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物

価
が
高
騰
し
て
い
る
中
、
鹿

島
市
事
業
に
お
い
て
は
、
水

道
、
さ
ら
に
下
水
道
、
給
食

費
ま
で
が
値
上
げ
と
な
り
、

市
民
生
活
は
窮
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、
賃
上
げ

の
影
響
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

多
く
の
市
民
は
所
得
増
の
実

感
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
は
、
令
和
7
年
度
予

算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
経
済

対
策
や
教
育
・
福
祉
の
支
援

を
し
っ
か
り
と
実
行
し
、
市

民
に
物
価
高
騰
に
よ
る
経
済

負
担
の
軽
減
を
実
感
し
て
も

ら
う
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
特
別
職
報

酬
等
審
議
会
の
答
申
で
は
、

市
議
会
議
員
の
報
酬
に
関
し

て
「
議
員
の
な
り
手
不
足
」

が
増
額
理
由
と
し
て
意
見
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で

は
、
「
議
員
は
現
在
の
報
酬

相
当
に
働
い
て
い
な
い
」
と

い
う
厳
し
い
市
民
の
批
判
も

あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
た
び

市
議
会
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
事
案
が
報
道
さ
れ
、
ま

ず
は
信
頼
回
復
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
な
鹿
島
市
の
経

済
状
況
、
市
民
の
生
活
環
境

下
、
市
議
会
の
事
案
を
踏
ま

え
て
、
市
長
、
副
市
長
及
び

教
育
長
の
給
与
並
び
に
市
議

会
議
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て

は
、
も
っ
と
慎
重
な
議
論
が

必
要
で
あ
り
、
現
段
階
に
お

い
て
増
額
改
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
た
め
反
対
す
る
。

新
年
度
予
算
審
議  

討
論
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質
問
一　
令
和
６
年
４
月
１

日
に
水
道
料
金
の
減
免
に
関

す
る
基
準
の
改
定
が
行
わ
れ

た
。
水
道
利
用
者
に
と
っ
て

身
近
な
問
題
で
あ
る
水
道
料

金
の
漏
水
減
免
に
つ
い
て
の

見
直
し
で
あ
る
。
市
報
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う

な
公
共
料
金
の
改
定
を
議
会

に
報
告
も
な
か
っ
た
。
な
ぜ

今
の
今
ま
で
公
表
し
な
か
っ

た
の
か
、
公
表
し
な
か
っ
た

理
由
、
納
得
で
き
る
説
明
を

お
願
い
す
る
。

答
弁　
基
準
に
関
し
て
は
担

当
課
と
市
長
の
判
断
で
行
わ

れ
る
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て

い
る
。
基
準
は
元
々
公
表
し

て
い
な
い
。

質
問
二　
改
正
で
基
準
使
用

水
量
の
３
倍
を
限
度
と
し
、

そ
れ
を
超
え
る
す
べ
て
の
水

量
を
減
免
す
る
。
例
え
ば
漏

水
量
が
１
９
０
０
㎥
（
は

１
９
０
０
ト
ン
）
で
基
準
使

用
水
量
が
30
ト
ン
の
場
合
は

３
倍
で
あ
る
た
め
90
ト
ン
の

水
道
料
金
を
支
払
う
。
残
り

の
１
８
１
０
ト
ン
は
全
て
減

免
す
る
の
で
こ
の
料
金
は

我
々
水
道
利
用
者
が
負
担
す

る
こ
と
な
の
か
。

答
弁　
漏
水
減
免
は
経
費
的

に
は
水
道
料
金
で
賄
っ
て
い

る
た
め
負
担
に
は
な
る
か
と

思
う
。

質
問
三　
３
月
11
日
の
新
年

度
予
算
審
議
で
漏
水
減
免
処

分
は
大
阪
高
等
裁
判
の
判
例

で
行
政
処
分
で
あ
る
と
何
回

も
質
問
し
た
が
水
道
課
の
答

弁
は
行
政
処
分
で
は
な
い
と

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
裁
判
所

の
判
決
に
従
わ
な
い
理
由
は
。

答
弁　
水
道
料
金
は
民
法
の

適
用
を
受
け
る
の
で
行
政
処

分
で
は
な
い
。

質
問
四　
減
免
申
請
に
つ
い

て
厚
生
労
働
省
は
「
減
免
規

定
が
条
例
に
明
記
さ
れ
て
い

れ
ば
処
分
性
が
認
め
ら
れ
る

は
ず
で
す
。
」
と
の
見
解
で

あ
る
。
鹿
島
市
水
道
事
業
給

水
条
例
第
34
条
、
鹿
島
市
水

道
事
業
給
水
条
例
施
行
規
則

第
13
条
に
条
例
第
34
条
の
規

定
に
よ
る
料
金
の
軽
減
又
は

免
除
の
対
象
範
囲
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
と
条
例
に
明
記

さ
れ
て
い
る
。
漏
水
減
免
は

行
政
処
分
で
あ
る
。

答
弁　
市
の
見
解
と
し
て
は

水
道
料
金
に
関
し
て
は
条
例

と
し
て
契
約
し
て
い
る
の
で

漏
水
減
免
は
民
法
の
適
用
と

し
て
い
る
。

質
問
一　
本
市
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
端
末
の
更
新
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　
Ｏ
Ａ
機
器
の
耐
用
年

数
で
あ
る
５
年
を
経
過
す
る

Ｒ
８
年
度
に
計
画
し
て
い
る
。

質
問
二　
新
た
に
調
達
す
る

端
末
台
数
と
廃
棄
端
末
台
数

の
見
込
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　
整
備
年
度
の
児
童
生

徒
数
に
予
備
機
15
％
を
加
え

た
２
４
９
０
台
を
見
込
ん
で

い
る
。

質
問
三　
新
た
な
端
末
は
ど

の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
き
調

達
す
る
の
か
。

答
弁　
一
人
一
台
の
端
末
を

前
提
と
し
、
予
備
機
も
十
分

に
整
備
し
た
い
。
最
低
ス
ペ

ッ
ク
基
準
が
文
部
科
学
省
よ

り
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

の
基
準
に
適
合
す
る
機
器
が

想
定
さ
れ
る
。

質
問
四　
端
末
を
処
分
す
る

際
、
個
人
情
報
を
含
め
全
て

の
情
報
を
消
去
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
見
解
と
手
法
に
つ

い
て
聞
く
。

答
弁　
処
分
事
業
者
へ
依
頼

す
る
と
と
も
に
、
作
業
後
は

デ
ー
タ
消
去
証
明
書
を
提
出

し
て
も
ら
う
。

質
問
五　
端
末
廃
棄
す
る
場

合
の
環
境
部
門
や
事
業
者
間

と
の
連
携
、
対
応
策
に
つ
い

て
聞
く
。

答
弁　
国
が
示
す
認
定
基
準

に
基
づ
き
解
体
・
破
砕
選
別

等
に
よ
る
再
資
源
化
と
情
報

漏
洩
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
環

境
で
処
分
し
、
環
境
課
等
と

連
携
を
す
る
。

ヤン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

につい
て

質
問
一　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
含
め
た
相
談
窓
口
と
相
談

件
数
・
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　
福
祉
課
で
各
方
面
の

相
談
員
８
名
を
配
置
し
対
応

し
て
い
る
。
虐
待
や
生
活
に

支
障
を
き
た
す
様
な
困
り
ご

と
相
談
も
含
め
、
年
間
で
延

べ
１
０
０
件
～
１
８
０
件
程

で
、
要
保
護
児
童
数
は
40
人

前
後
。

質
問
二　
学
校
教
育
現
場
の

「
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
」
の
配
置
と
役
割
に

つ
い
て
聞
く
。

答
弁　
市
内
に
３
人
配
置
を

し
、
関
係
機
関
等
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
困
り
ご

と
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
他
「
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を

市
内
中
学
校
区
に
各
１
名
配

置
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機

能
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

質
問
三　
本
市
の
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
支
援
に
つ
い
て
。

答
弁　
早
期
発
見
に
繋
が
る

よ
う
令
和
５
年
度
か
ら
小
学

生
や
教
職
員
を
対
象
に
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
研
修
会

を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
に

寄
り
添
い
、
子
ど
も
目
線
で

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
端
末
の

更
新
に
つ
い
て

杉
原　
元
博 

議
員

水
道
料
金
の
漏
水
に
お
け
る

料
金
減
免
につい
て

中
村　
日
出
代 
議
員

　
コ
メ
の
価
格
が
2
千
円
台

か
ら
4
千
円
台
に
、
ほ
か
の

食
品
も
高
騰
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
で
家
庭
で
の
生
活
と

食
事
へ
の
影
響
が
ど
う
い
う

状
況
な
の
か
心
配
し
て
い
る
。

幼
児
か
ら
小
中
学
校
生
徒

の
食
事
状
況
につい
て

質
問
一　
給
食
の
食
べ
残
し

状
況
は
ど
う
か
。

答
弁　
食
べ
残
し
は
あ
る
が
、

無
理
し
て
食
べ
る
こ
と
は
強

要
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
食

べ
残
し
の
食
物
も
農
業
漁
業

畜
産
業
の
方
々
が
大
切
に
作

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指

導
し
て
い
る
。

質
問
二　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

は
大
変
つ
ら
い
こ
と
だ
そ
う
。

生
徒
の
皆
さ
ん
の
調
査
と
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
の
提
供

な
ど
の
対
策
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

答
弁　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
供

た
ち
は
い
る
。
対
応
は
、
保

護
者
に
対
し
て
、
病
院
で
の

診
断
結
果
を
お
聞
き
し
て
、

給
食
セ
ン
タ
ー
と
協
議
し
、

別
の
食
事
を
用
意
し
て
い
る
。

質
問
三　
一
日
三
食
食
べ
ら

れ
な
い
こ
と
は
子
供
に
と
っ

て
も
親
に
と
っ
て
も
大
変
つ

ら
い
こ
と
と
思
う
。
子
供
た

ち
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
の

か
。
他
の
県
の
高
校
な
ど
で

朝
食
を
提
供
し
て
い
る
学
校

も
あ
る
。

答
弁　
一
日
三
食
食
べ
ら
れ

な
い
こ
と
は
、
子
供
に
と
っ

て
も
親
に
と
っ
て
も
つ
ら
い

こ
と
で
あ
り
、
恥
ず
か
し
い

こ
と
と
感
じ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
鹿
島
市
で
は
朝

食
は
用
意
し
て
い
な
い
。

　

小
学
5
年
時
に
食
事
の
好

き
嫌
い
や
食
事
回
数
に
つ
い

て
生
徒
の
意
識
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

高
齢
者
の
食
事
状
況

につい
て

質
問　
高
齢
者
の
食
事
状
況

調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
弁　
市
と
し
て
の
調
査
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
民
生
委

員
の
方
々
が
高
齢
者
宅
を
訪

問
さ
れ
状
況
調
査
を
さ
れ
て

い
る
。

米
価
高
騰
対
策
に

つい
て

質
問　
米
価
は
例
年
に
比
較

し
、
約
1
・
7
倍
に
高
騰
し

て
い
る
。
買
占
め
に
よ
る
も

の
だ
と
思
う
が
、
毎
日
食
べ

る
コ
メ
の
高
騰
は
、
生
活
費

に
多
大
な
影
響
が
あ
る
。
政

府
も
備
蓄
米
の
放
出
な
ど
の

米
価
抑
制
策
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
が
、
な
か
な
か
下
が

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
鹿
島

市
と
し
て
何
ら
か
の
対
策
に

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

答
弁　
市
と
し
て
は
米
価
に

つ
い
て
は
見
守
る
し
か
な
い

状
況
で
あ
る
。

質
問　
3
回
目
の
締
約
国
会

議
が
開
か
れ
「
国
際
情
勢
の

不
安
定
化
が
進
む
中
で
も
核

な
き
世
界
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
す
る
」
と
の
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
。

　
条
約
参
加
国
は
73
ケ
国
。

被
爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
は

会
議
に
参
加
し
て
い
な
い
。

　
今
回
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
「
日
本
被
爆
者

協
議
会
（
日
本
被
団
協
）
が

会
議
に
参
加
を
し
た
。

　
会
議
に
参
加
し
た
国
を
勇

気
づ
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

石
破
政
権
は
ア
メ
リ
カ
の

「
核
の
傘
」
を
理
由
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
さ
え
拒
ん
で

い
る
。
世
界
で
唯
一
の
被
爆

国
日
本
と
し
て
「
会
議
に
参

加
す
る
」
呼
び
か
け
を
鹿
島

市
と
し
て
も
す
る
こ
と
。

答
弁　
日
本
政
府
か
ら
参
加

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
広
島
市
・
長
崎
市
な
ど

多
く
の
自
治
体
が
国
に
対
し

て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
求

め
る
意
見
書
採
択
を
さ
れ
て

い
る
。
政
府
は
近
隣
政
府
に

配
慮
し
て
か
わ
か
ら
な
い
が
、

締
結
会
議
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
を
見
送
る
方
針
を
決
定

さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
・
パ
レ
ス
チ
ナ
の

国
際
情
勢
が
非
常
に
緊
迫
す

る
中
で
、
核
の
脅
威
が
高
ま

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
皆

さ
ん
が
認
識
さ
れ
て
い
る
。

世
界
唯
一
の
被
爆
国
日
本
が

核
兵
器
で
苦
し
む
人
を
出
さ

な
い
こ
と
を
考
え
て
、
「
非

核
宣
言
自
治
体
」
に
も
な
っ

て
い
る
。
他
の
自
治
体
と
連

携
し
て
核
兵
器
廃
絶
・
恒
久

平
和
実
現
を
国
に
求
め
て
い

き
た
い
。

鹿
島
高
等
学
校
授
業
料
に

鹿
島
市
の
補
助
制
度
を

質
問　
地
元
高
校
を
希
望
す

る
生
徒
が
少
な
い
問
題
。
問

題
の
一
つ
に
経
済
的
問
題
が

あ
る
と
思
う
。
所
得
制
限
な

し
で
私
立
高
校
の
授
業
料
が

無
償
化
さ
れ
る
。
私
立
高
校

に
流
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
。

鹿
島
高
校
の
授
業
料
を
無
償

に
す
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。

答
弁　
市
が
無
償
化
の
支
援

を
す
る
と
い
う
の
は
。
県
立

高
校
と
い
う
考
え
が
ふ
さ
わ

し
い
と
思
う
。

鹿
島
市
民
の
食
事
状
況
に
つ
い
て

福
井　
正 

議
員

核
兵
器
禁
止
条
約
締
約
国
会
議
に

参
加
を

松
尾　
征
子 

議
員
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質
問
一　
鹿
島
小
学
校
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
遊
び
場
と

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
練
習
場
所

が
一
部
競
合
し
危
険
、
安
全

対
策
の
現
状
と
今
後
の
方
針

を
問
う
。

答
弁　
月
・
水
・
金
の
16
時

以
降
１
時
間
程
度
一
部
が
競

合
し
危
険
と
認
識
、
双
方
の

指
導
者
２
～
３
人
の
協
力
を

得
て
配
慮
頂
い
て
い
る
。

質
問
二　
隣
接
の
旧
横
田
堤

が
荒
れ
地
の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い
る
。
埋
立
を
行
い
遊
具

施
設
を
移
転
で
き
な
い
か
。

答
弁　
運
動
場
の
排
水
が
旧

横
田
堤
に
流
入
し
て
お
り
こ

れ
ま
で
排
水
路
の
整
備
を
進

め
て
き
た
。
令
和
７
年
度
か

ら
公
共
工
事
の
残
土
処
分
で

随
時
埋
立
を
行
い
整
地
を
進

め
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

の
活
用
につい
て

質
問
一　
令
和
５
年
度
の
寄

付
額
10
億
７
，
２
４
９
万
円
、

令
和
６
年
度
も
２
月
末
現
在

14
億
円
を
突
破
、
急
増
の
要

因
は
何
か
。

答
弁　
令
和
５
年
10
月
の
制

度
改
正
に
伴
う
駆
け
込
み
利

用
増
と
、
令
和
６
年
度
か
ら

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
委
託
先

を
５
社
追
加
、
返
礼
品
の
地

場
産
品
の
開
発
と
提
携
先
の

広
報
効
果
が
大
き
い
。

質
問
二　
提
携
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
は
何
社
か
、
返
礼
品

売
り
上
げ
上
位
５
社
の
順
位

と
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト

の
品
目
、
寄
付
額
価
格
帯
は

ど
の
位
か
。

答
弁　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は

14
社
と
提
携
、
１
位
Ｒ
ａ
ｋ

ｕ
ｔ
ｅ
ｎ
、
２
位
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
、
３
位
ふ
る
な
び
、

４
位
さ
と
ふ
る
、
５
位
Ａ
Ｎ

Ａ
の
順
。
返
礼
品
人
気
上
位

は
、
①
旬
お
ま
か
せ
野
菜
Ｂ

Ｏ
Ｘ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
等
農
産
物
50
％
②
豚
ま
ん

ぷ
く
セ
ッ
ト
、
佐
賀
牛
食
べ

比
べ
セ
ッ
ト
等
畜
産
物
30
％

③
新
撰
佐
賀
の
り
焼
海
苔
全

形
８
枚
４
袋
等
海
産
物
10
％
、

④
加
工
品
10
％
の
順
で
価
格

帯
は
約
半
分
が
１
万
円
で
あ

る
。

質
問
三　
基
金
の
活
用
方
針

と
令
和
６
年
度
の
実
績
、
市

長
お
ま
か
せ
分
の
事
業
費
充

当
の
方
針
を
お
尋
ね
す
る
。

答
弁　
寄
付
の
際
に
７
事
業

分
野
と
市
長
お
ま
か
せ
分
か

ら
選
択
し
て
頂
き
基
金
に
積

み
立
て
、
寄
付
２
年
後
に
取

崩
、
令
和
６
年
度
は
７
事
業

分
野
に
１
億
４
９
７
０
万
円
、

市
長
お
ま
か
せ
分
２
億
４
０

０
万
円
計
３
億
５
３
７
０
円

を
69
事
業
に
配
分
。
市
長
お

ま
か
せ
分
は
、
２
年
後
必
ず

取
り
崩
す
で
は
な
く
、
各
年

度
の
予
算
編
成
の
中
で
総
合

計
画
実
現
の
た
め
の
施
策
事

業
に
全
体
の
予
算
編
成
の
中

で
一
般
財
源
不
足
分
を
補
填

充
当
し
て
い
る
。

質
問
一
「
鹿
島
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
基
本
方
針
」
と

は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答
弁　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
と
な
る
公
共
施
設
の
安
全

性
や
機
能
の
維
持
、
公
共
施

設
の
適
正
配
置
の
実
現
と
そ

れ
に
伴
う
財
政
負
担
の
軽
減
、

平
準
化
を
目
的
と
し
、
公
共

施
設
等
に
つ
い
て
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
管
理
を
推
進
す

る
。

質
問
二　
多
数
整
備
し
て
き

た
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対

策
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
計

画
が
あ
る
か
。

答
弁　
公
共
施
設
等
総
合
管

理
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
法

定
耐
用
年
数
＋
10
年
を
目
標

に
各
施
設
の
整
備
計
画
を
策

定
し
長
寿
命
化
対
策
と
維
持

管
理
を
行
い
つ
つ
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
を
見
据
え

た
公
共
施
設
の
再
編
や
統
廃

合
が
必
要
と
な
る
た
め
、
令

和
7
年
度
か
ら
「
公
共
施
設

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
組
織

的
（
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
室
新
設
）
に
検
討
し
て
い

く
。鹿

島
市
の
学
校
施
設

質
問　
学
校
施
設
の
長
寿
命

化
改
修
や
建
て
替
え
等
の
計

画
と
と
も
に
、
小
中
学
校
の

小
規
模
化
（
児
童
・
生
徒
数

の
減
少
）
に
伴
う
学
校
の
適

正
化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
弁　
築
40
年
以
上
経
過
し

た
学
校
施
設
は
長
寿
命
化
改

修
等
に
よ
る
老
朽
化
対
策
を

行
っ
て
い
く
。

　

な
お
、
少
子
化
や
児
童
・

生
徒
数
の
減
少
が
学
校
教
育

に
及
ぼ
す
影
響
を
鑑
み
る
と

学
校
施
設
の
適
正
規
模
や
適

正
配
置
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

鹿
島
市
の
地
域
公
共
交
通

質
問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

や
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
等
の

地
域
公
共
交
通
の
課
題
（
非

効
率
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
）

に
対
す
る
新
し
い
交
通
サ
ー

ビ
ス
「
M
a
a
S
（
マ
ー

ス
）
」
の
活
用
の
考
え
は
あ

る
か
。

答
弁　
利
便
性
低
下
や
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
、
公
共
交
通
空

白
地
等
の
課
題
解
決
の
た
め

に
「
A
I
活
用
型
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
」
や
「
ラ
イ
ド
シ

ェ
ア
」
等
の
活
用
を
検
討
し
、

鹿
島
市
に
相
応
す
る
効
率
的

か
つ
持
続
可
能
な
公
共
交
通

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

鹿
島
市
の
公
共
施
設
等
の
総
合
的

か
つ
計
画
的
な
管
理
の
推
進

宮
崎　
幸
宏 

議
員

放
課
後
児
童
の
安
全
な

遊
び
場
の
確
保
に
つ
い
て

⻆
田　
一
美 
議
員

燃
え
る
ご
み
につい
て

質
問
一　
家
庭
な
ど
か
ら
出

る
ご
み
の
量
と
処
理
費
用
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁　
６
０
０
０
ｔ
を
超
え
、

佐
賀
西
部
広
域
環
境
組
合
の

負
担
金
は
、
約
２
億
５
千
万

円
で
あ
る
。

質
問
二　
燃
え
る
ご
み
の
中

で
生
ご
み
の
占
め
る
割
合
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁　
約
４
割
が
生
ご
み
で
、

そ
の
う
ち
の
水
分
を
燃
焼
さ

せ
る
た
め
多
く
の
燃
料
が
使

わ
れ
て
い
る
。

質
問
三　
鹿
島
市
も
燃
え
る

ご
み
を
減
ら
そ
う
と
努
力
し

て
い
る
が
、
全
国
の
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
ど
の
位
置
に
あ
る

の
か
。

答
弁　

令
和
４
年
度
の
集

計
で
、
一
人
当
た
り
一
日

７
５
３
ｇ
で
全
国
１
７
１
８

自
治
体
の
３
４
９
番
目
だ
っ

た
。

質
問
四　
燃
え
る
ご
み
を
減

ら
す
た
め
の
方
策
は
。

答
弁　
平
成
27
年
か
ら
納
富

分
地
区
で
生
ご
み
の
堆
肥
化

を
行
い
、
５
９
４
ｔ
の
生
ご

み
で
17
ｔ
の
堆
肥
を
作
り
、

希
望
者
に
配
布
し
て
い
る
。

資
源
ご
み（
特
に
プ
ラ

ス
チッ
ク
）につい
て

質
問　
資
源
ご
み
の
分
別
や

資
源
と
し
て
の
利
用
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　
資
源
ご
み
は
７
種
類

に
分
別
収
集
さ
れ
、
中
尾
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
処
理

さ
れ
業
者
に
引
き
取
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
建
築
資
材

な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
企
業
と
連

携
し
て
再
度
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
し
て
利
用
す
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

鹿
島
市
の
ご
み
問
題

への
対
処
につい
て

質
問　
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
問
題
や
不
法
投
棄
な
ど

ご
み
に
は
様
々
な
問
題
点
が

あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

対
処
し
て
い
か
れ
る
の
か
。

答
弁　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
最
終
的
に
海
へ
流
れ
て
集

ま
り
分
解
が
困
難
な
の
で
海

洋
生
物
に
大
き
な
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
。
又
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
細
か
く
砕
か
れ
て
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
な

り
、
食
物
連
鎖
で
人
の
健
康

に
も
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
気
が
か
り
で
あ
る
。

不
法
投
棄
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
行
為
で
あ
り
、
し
っ
か

り
と
注
意
喚
起
を
促
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
燃
え
る
ご

み
の
最
終
処
分
場
は
有
田
町

に
あ
り
、
あ
と
数
年
で
満
杯

に
な
る
の
で
、
燃
え
る
ご
み

の
量
を
減
ら
す
取
り
組
み
も

さ
ら
に
強
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

質
問
一　
Ｒ
５
年
10
月
よ
り

運
行
開
始
、
乗
車
実
績
は
ど

う
か
。

答
弁　
Ｒ
６
年
度　

能
古
見

線
１
７
９
８
便
・
１
便
当

た
り
１
・
６
人　

古
枝
線

１
０
４
０
便
・
１
便
あ
た
り

３
・
５
人　

北
鹿
島
線
80

便
・
１
便
あ
た
り
１
・
３
人

で
あ
る
。

質
問
二　
良
い
点
は
、
自
宅

ま
で
送
り
迎
え
が
あ
る
。
し

か
し
降
り
る
場
所
が
少
な
く

不
便
。
声
を
か
け
て
降
車
で

き
な
い
か
。

答
弁　
広
範
囲
の
運
行
で
あ

り
、
フ
リ
ー
降
車
は
通
常
の

タ
ク
シ
ー
と
同
じ
で
あ
り
で

き
な
い
。

質
問
三　
降
り
る
場
所
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　
具
体
的
に
降
り
る
希

望
の
場
所
を
伺
い
、
検
討
す

る
。

佐
賀
県
営
ダ
ム一の
中
木
庭
ダ
ム

周
辺
の
活
性
化
につい
て

質
問
一　
地
球
温
暖
化
の
中
、

中
木
庭
ダ
ム
周
辺
の
自
然
環

境
の
活
用
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　
中
木
庭
ダ
ム
周
辺
は
、

自
然
環
境
を
活
か
せ
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
こ
ろ
と

思
う
。

質
問
二　

ダ
ム
の
上
流
は

１
０
０
メ
ー
ト
ル
程
の
浅
瀬

が
あ
り
、
夏
場
は
水
遊
び
で

賑
わ
う
が
、
整
備
が
で
き
な

い
か
。

答
弁　
除
草
や
石
を
整
備
す

る
等
の
で
き
る
こ
と
は
検
討

し
て
い
く
。

質
問
三　
あ
じ
さ
い
祭
り
、

水
遊
び
等
に
多
く
の
人
が
訪

れ
る
。
食
事
処
は
好
評
で
あ

る
、
そ
の
建
物
を
開
放
的
に

造
り
、
ゆ
っ
く
り
で
き
休
め

る
簡
素
な
建
物
が
で
き
な
い

か
。

答
弁　
一
遍
に
大
が
か
り
な

物
は
で
き
な
い
が
、
少
し
ず

つ
手
を
加
え
る
こ
と
は
で
き

る
と
思
う
の
で
検
討
す
る
。

鹿
島
市
の
上
水
道
の

現
在
と
将
来
につい
て

質
問
一　
鹿
島
の
上
水
道
は

井
戸
水
で
あ
り
、
水
量
は
安

定
し
て
い
る
か
。

答
弁　
12
個
の
井
戸
よ
り
地

下
水
を
く
み
上
げ
、
配
水
池

よ
り
各
地
域
に
給
水
し
て
い

る
。
自
然
水
位
に
変
化
無
く

賦
存
量
に
問
題
な
い
。

質
問
二　
井
戸
水
の
水
量
不

足
と
な
る
危
険
性
を
ど
う
考

え
る
か
。
ま
た
将
来
の
安
定

し
た
水
確
保
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
弁　
井
戸
が
劣
化
し
、
集

水
能
力
の
減
少
は
考
え
ら
れ

る
が
、
井
戸
の
新
規
整
備
は

な
い
。
井
戸
の
状
況
を
観
な

が
ら
将
来
は
中
木
庭
ダ
ム
の

水
利
用
と
な
っ
て
い
く
。
大

木
庭
浄
水
場
の
整
備
も
大
き

な
費
用
と
な
る
た
め
、
最
低

限
の
整
備
計
画
を
慎
重
に
計

画
し
て
い
く
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
ご
み
問
題

樋
口　
作
二 

議
員

予
約
型
の
り
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
件

笠
継　
健
吾 

議
員

AI活用型オンデマンドバス

手作業によるプラスチック分別
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［令和7年3月議会号］ ［令和7年3月議会号］

令和7年3月12日
鹿島市議会
議長　　徳　村　博　紀　　様

新年度予算審査特別委員会
委員長　　⻆　田　一　美

新年度予算審査特別委員会　審査報告書
　令和7年3月3日の本会議において付託されました下記6議案については、3月5日、6日、10日、
11日及び12日に質疑審査を行いました。
　審査の結果は、下記全議案について、原案のとおり可決すべきものと決しました。
　以上、会議規則第98条の規定により報告します。

記
・議案第2号　令和7年度鹿島市一般会計予算について
・議案第3号　令和7年度鹿島市国民健康保険特別会計予算について
・議案第4号　令和7年度鹿島市後期高齢者医療特別会計予算について
・議案第5号　令和7年度鹿島市給与管理特別会計予算について
・議案第6号　令和7年度鹿島市水道事業会計予算について
・議案第7号　令和7年度鹿島市下水道事業会計予算について

【議案第8号　文教厚生産業委員会審査報告】
　2月27日の本会議において文教厚生産業委員会に付託されました『議案第8号鹿島市手話言語
の理解及び普及促進に関する条例の制定について』、3月4日に委員会を開催し、採決の結果、
全員起立で可決された。
（執行部からの説明趣旨）
　手話は手や指、顔の表情、体の動きなどを用いる独自の言語体系を有し、ろう者が自由に意
思を表現し、情報を受け取り、自分らしく生きるための大切な言語である。ろう者の権利を保
護し、社会参画を推進するためには、手話言語に対する認知を向上させる必要があり、手話言
語の普及を促進する取組が欠かせない。市民誰もが手話を学び、手話を理解し、手話を自らの
意思疎通の選択肢として広げることができる環境を整備し、もって聴覚障がいの有無にかかわ
らず、手話を通じて全ての市民が心を通わせ、みんなが住みやすく、笑顔あふれる地域共生社
会の実現を目指し、この条例を制定するものである。施行期日は、令和7年4月1日。

（主な質疑応答内容）
【質問】基本理念は誰が考えたのか。
【答弁】前文を踏まえつつ、他の先行自治体の条例等を踏まえながら担当課より提案し、当事

者や関係団体との意見交換を踏まえたうえで規定。
【質問】条例が制定されれば施策を行っていくうえで予算が必要になる。一過性のものではな

く継続していかなければならないと思うが、どのように考えているか。
【答弁】令和7年度新年度予算で提案しているところである。条例が制定されれば、当事者や

関係団体等と協議しながらどういったものが効果的なのか再度話し合いの機会を持
ち、補正予算という形で条例に基づいた施策に関する予算を提案できればと考える。

【質問】小さい時から身につけることが大事だと思うので指導者の育成についても市が積極的
にしなくてはいけないと思うがどのように考えているか。

【答弁】教育委員会であったり幼児教育の現場であったり、関係者と協議しながらどこまでで
きるのかを調整していきたい。

【質問】これまでどんな施策に取り組んできたか。
【答弁】手話奉仕員養成研修、手話通訳者派遣。具体的にはガタリンピックなどで手話通訳を

依頼された場合に申込手続きを行なったりしている。また、杵藤地区管内で実施して
いる手話奉仕員養成講座の事務局を6年に1度市が担う。

【質問】今回取り組まれるようになった背景は。
【答弁】障がい者に関する様々な法律がたくさんできた。法律にもとづいて施策をしていく中

で人権擁護のための制度整備が図られてきた。社会においても障がいのある人の権利
に関する意識が高まってきた。
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【総務建設環境委員会行政視察報告】
●日程
　令和7年1月21日～1月23日
●総務建設環境委員会の視察参加者
　委員長　池田廣志　　副委員長　杉原元博
　委　員　宮崎幸宏　　樋口作二　　松田義太　　勝屋弘貞　　福井　正　　中村和典

１，香川県坂出市（1/21）人口47,988人、世帯数21,195世帯
［防災スペシャリストの取り組みについて］
　坂出市は、島・海・里山と自然豊かな地域で、中国自動車道と四国を結ぶ瀬戸大橋が架か
り、中国地方と連絡する海上交通の要衝として発展してきたが、30年前の「阪神淡路大震災」
の際に、当時の地域防災計画では、人数不足等で、指揮命令系統でうまく機能しなかった反
省と、「南海トラフ巨大地震」が、いつ起きてもおかしくない社会情勢の中で、2019年4月に
「坂出市防災・危機管理スペシャリスト設置要綱」を作成し、力強い防災対策を実施されてお
り、安心して暮らせる街づくりについて、視察した。

２，徳島県鳴門市(1/22) 人口53,237人、世帯数26,156世帯
［備えない防災「フェーズフリー」の取り組みについて］
　鳴門市は、瀬戸内海に面しているため、平成30年に、「鳴門市地域防災計画」の中に、全国
に先駆けて、平常時や災害時などの社会の状態に関わらず、いずれの状況下においても適切な
生活の質を確保するための「フェーズ
フリー」の考え方を取り入れ、暮らし
の中に「平常時」と「災害時」に活用
できる物やサービスで、日常の備えを
する取り組みである。毎年、「津波防
災の日」を設定し、「鳴門市フェーズ
フリーフェスティバル」を開催し市民
等の意識付けを図られている。また、
防災機能を有した道の駅「くるくるな
ると」も現地視察した。

３，徳島県徳島市（1/23）人口244,959人、世帯数122,596世帯
［徳島市まちづくり協働プラザの運営について］
　徳島市は、水郷の街で、中央部にあるJR徳島駅を中心に市街地が形成され、四国遍路の出発
点として親しまれ、夏の阿波おどりをはじめ、伝統文化が豊富な地域として発展してきた。し
かし、30年前に大型百貨店の閉館が続き、歩行者の通行量も減少し、街の衰退傾向が続いたの
で、JR徳島駅前の商業施設をリニューアルし、市民の交流拠点施設を整備し、人と人が繋がる
取り組みを始められると共に、市等に対し、政策や事業提案などが出来る人づくりに努められ
ている。

　なお、今回の視察内容は、「鹿島市の政策づくり」に生かせるように検討する。

【地域交通まちづくり特別委員会中間報告】
（１）地域交通まちづくり特別委員会
　　委員長　伊東　茂　　副委員長　宮崎幸宏
　　委　員　笠継健吾　　杉原元博　　松田義太　　福井　正　　松尾征子　　徳村博紀
　本委員会では、人口減少や少子高齢化等の社会問題を抱える鹿島市にとって、「地域交通」
や「まちづくり」が喫緊の課題と捉えており、これらの課題を解決するべく政策に鋭意取り組
んでいる。
（２）取り組みテーマ
　１）地域交通　　　　　　　　　　　　　２）まちづくり
　　　① 有明海沿岸道路　　　　　　　　　　　③ 企業誘致
　　　② 公共交通　　　　　　　　　　　　　　④ 肥前鹿島駅周辺整備事業

（３）活動方針
現況の把握、課題の整理 課題の調査研究 対策の検討、政策の立案

（４）活動実績
　１）委員協議会　　７回　　　　２）行政視察　　３回

　取り組みテーマに関して市担当部署と意見交換会を行い、課題及び対策方針を共有した。
　行政視察した各自治体、各事業において、「高速道路の整備」「地域公共交通サービスの確
保」「デジタル社会の実現」「企業誘致による税収及び雇用の拡大」等の効果的な成果となっ
ているとともに、自治体においては、ふるさと納税寄付金を原資とした好循環な事業を展開し
ており、「鹿島市の政策」としての参考事例となった。
（５）中間まとめ
　　① 有明海沿岸道路
　　・周辺の国道や県道等の交通混雑の緩和と交通安全性の向上
　　・佐賀市や福岡県筑後地域等の有明海沿岸の自治体間の交流促進と連携強化
　　・佐賀唐津道路を経由し、長崎自動車道と接続され、高速道路による広域かつ高速移動が

できる交通ネットワークの形成
　　② 公共交通
　　・長崎本線の特急減便及び廃止に伴う利便性の低下が最大の課題
　　・路線バス等における利用者の減少に伴う不採算、非効率、さらにドライバー不足
　　・新しい交通サービス「MaaS（マース）」のAI活用型オンデマンドバスやライドシェアの検討、導入
　　③ 企業誘致
　　・IT事業等の事務系オフィスの誘致
　　・中心商店街の空き店舗や空きテナントをサテライトオフィスとして活用
　　・広域幹線道路の整備動向を見据えた国道207号鹿島バイパスの沿道開発
　　④ 肥前鹿島駅周辺整備事業
　　・肥前鹿島駅周辺を「スローツーリズムの拠点」とする整備
　　・駅周辺施設及び中心商店街に「市民参加」や「賑わい」を創出
　　・費用対効果があるコストを意識した事業

【環境未来都市特別委員会中間報告】
　初年度の昨年は、脱炭素など鹿島市の環境施策を検討と森林の在り方ついて考える活動が中
心であった。本年度は、鹿島市の里地や私たちの暮らしの在り方について考える活動を中心と
した。２年間に一度の行政視察は、すぐに鹿島市の政策に生かせるよう、SDGsの取り組み、
農業の在り方、エネルギーの地産地消の取り組み先進地を訪れた。
以下、視察内容。

○福岡県大牟田市：全学校、全市を挙げてのESD（SDGsの普及教育活動）への取り組み。

○宮崎県綾町：早くから有機農業に取り組み、農作物の有機認定を自らの基準で行って販売す
る活動を展開。また、広大な照葉樹林を生かし街の活性化を図る。

○宮崎県延岡市：海・山の豊かな食材で市民の地産地消に努める。

○福岡県みやま市：自ら発電した電気エネルギーで市の電力を賄い、省資源には欠かせないエ
ネルギーの地産地消を実践。

　次に「私たちの暮らしと省資源」というテーマで、中尾リサイクルセンターを見学した。と
ても衛生的な環境の中で、私たちが出すごみの資源活用のため、徹底的な分別をされているの
にとても感銘を受けた。また、オレンジ海道沿いのごみの不法投棄箇所も視察し、後日、鹿島
市環境衛生推進協議会の活動に参加して、ごみの撤去作業を行った。

　最後に、小規模無農薬・無化学肥料の農作物生産をされている畑と大規模に開発中の樹園地
を見学し、鹿島市の面積の20％ほどを占める中山間地をどう活用すればいいかを考えた。

コミュニティー機能をもった
遊び場空間屋上

フェーズフリーアワード2023
道の駅「くるくるなると｣

公共交通
ネットワーク

コンパクト
シティ構想
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１月
	 8日	 文教厚生産業委員協議会
	 8日	 臨時議会運営委員会
	 9日	 議会だより編集会議
	 16日	 議会だより編集会議
	 17日	 佐賀県市議会議長会
	 21日	 総務建設環境委員会行政視察（～23日）
	 24日	 総務建設環境委員協議会
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 	 議会報告会プロジェクト会議
	 29日	 臨時議会運営委員会
	 31日	 文教厚生産業委員会
	 	 全員協議会
	 	 議会情報発信・議場開放プロジェクト会議

２月
	 4日	 議会運営委員会
	 5日	 鹿島藤津地区衛生施設組合議会
	 7日	 全員協議会
	 	 総務建設環境委員協議会
	 	 議会報告会プロジェクト会議
	 10日	 総務建設環境委員協議会
	 	 文教厚生産業委員協議会
	 14日	 議会報告会
	 17日	 環境未来都市特別委員会視察
	 18日	 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会
	 	 議会運営委員会
	 20日	 議場開放コンサート
	 	 3月定例会　開会（～3月25日）
	 	 総務建設環境委員協議会
	 21日	 杵藤地区広域市町村圏組合議会　開会
	 25日	 佐賀県西部広域環境組合議会
	 26日	 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会
	 27日	 全員協議会
	 	 3月定例会　議案審議

３月
	 3日	 3月定例会　議案審議
	 	 臨時議会運営委員会
	 4日	 文教厚生産業委員会
	 5日	 新年度予算審査特別委員会（～12日）
	 10日	 議会報告会プロジェクト会議
	 12日	 総務建設環境委員協議会
	 17日	 3月定例会　一般質問（～21日）
	 19日	 議会情報発信・議場開放プロジェクト会議
	 	 臨時議会運営委員会
	 21日	 臨時議会運営委員会
	 	 総務建設環境委員協議会
	 25日	 全員協議会
	 	 3月定例会　閉会
	 	 臨時議会運営委員会
	 	 全員協議会
	 26日	 杵藤地区広域市町村圏組合議会　閉会

行政視察受入状況(令和7年1月～3月)
1月30日　北海道帯広市議会　市政会（4名）
2月  5日　愛知県岡崎市議会　自民清風会（6名）

議長交際費を公表します。
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こ
の
議
会
だ
よ
り
は
、全
て
原
稿
提
出
者

の
責
任
に
よ
り
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
酒
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
顔
を
赤
ら
め
て
両
手
に
大
荷

物
を
持
っ
た
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
今
回
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
は
鹿
島

駅
前
の
祐
徳
ビ
ル
跡
地
で
行
わ
れ
、
駅

に
到
着
し
た
電
車
か
ら
お
客
様
が
湧
い
た

か
の
よ
う
に
降
り
て
こ
ら
れ
る
の
を
見
て
、

大
き
な
イ
ベン
ト
に
成
長
し
た
こ
と
を
心

か
ら
嬉
し
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
県
・
市
の
新
年
度
予
算
に
お
い
て
多
額

の
費
用
が
承
認
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
鹿
島

駅
周
辺
の
本
格
的
な
整
備
が
始
ま
り
ま

す
。
交
流
循
環
の
拠
点
や
街
の
玄
関
口
、

ス
ロ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
、
賑
わ
い
の

拠
点
な
ど
、
新
た
な
顔
を
持
つ
鹿
島
駅

の
誕
生
が
待
ち
遠
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
で
我
々
は
任
期
満
了
と
な
り
、

次
号
か
ら
は
新
た
な
メ
ンバ
ー
が
編
集
を

受
け
持
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。
少
し
で
も

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
と
心
掛
け
て

き
ま
し
た
が
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。「
議
会
だ
よ
り
」
に
目
を
通
し
て
頂

き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

議会あれこれ（令和７年１月～３月）

編
集
後
記

金額単位：円
１月 ２月 ３月 合計

区 分 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額 件数 金  額
弔 意 0 0 0 0 2 44,000 2 44,000
見舞い 0 0 0 0 0 0 0 0
祝 儀 0 0 0 0 0 0 0 0
会 費 4 27,000 1 8,000 1 6,000 6 41,000
接 遇 0 0 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0 0 0
合 計 4 27,000 1 8,000 3 50,000 8 85,000

議員のハラスメントについて
市民や市職員の皆様にご迷惑をおかけして申し訳ありません。議員のハラスメントには厳正に対処いたします。
【議会としての今後の対応について】
〇早急な対応策　１．威圧的・高圧的な言動の禁止　　２．職員を長時間拘束しない
　　　　　　　　３．執務室への入室禁止(各課来客用デスクにて対応する)
　　　　　　　　４．資料の過剰請求は控える(職員の業務に支障をきたすような量)
〇今後の対応策　６月定例会において議員提案で今回の調査結果を踏まえた、ハラスメント防止条例(仮称)を制

定する。
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